
平成1 8 年度 工学部 ･ 工学研究 科技術部 技術講習会報告

- シ リア ル 通信(R S
-

2 3 2 C) に よる計測機器 の 制御プ ロ グラ ム の 作成法
-

山本み どり ､ 福永千佳 己 ､ 山本好弘 ( 計測
･ 情報 シ ス テ ム グル

ー プ)

享えが き 平成 1 8 年度技術講習会 ｢ シ リ ア ル 通信 (R S
- 2 3 2 C) に よ る計測機器 の制御プ ロ グ

ラ ム の 作成法｣ は今年度始め に 元計測
･ 制御 グル ー プ で 計画 し ､

技術部運営委員会 で承 認 を受

け､ 講習会用予 算 (5 万 円) が確 定 した ｡ 途中グ ル
ー プ合併に より計測 ･ 情報 シ ス テ ム グル

ー

プ に変 わ っ た が ､ 講習会終了 後も 受講者 が活用 で き るよ うな教材 づ く り と方針 を決 め準備 を

進め た ｡ 1 0 月 2 5 日 に シ リ ア ル 通信 に つ い て の講義と PC を使 っ たプ ロ グラ ム 作成法の 実習か ら

成る講習会 を実施 した ｡

担呈 講 習会 の 担 当 を 山本好弘 ( 総括 ､ 講義担 当 ､ テ キ ス ト作成) ､ 福永 千住 己 ( 通信 プ

ロ グラ ム 開発) ､ 山本み どり ( ハ
ー ド開発) の よ うに 分 け教材開発 を 5 月 か ら進 め た ｡ 受

講者に ノ
ー ト P C を 1 人 1 台用 意する こ と と会場 の 広 さ ( 第 1 技術部室) を 考慮 して 定員 を

5 名 と し , 予備 機 を含 め 実習教材 6 台 を 3 人 で 協力 し製作 し た ｡

圃催 の 告知 1 0 月 に入 り学生向け に は ポス タ
ー 掲示 とホ

ー ム ペ ー ジ公 開 で ､ 技術部内向 けに は

メ
ー ル 配信で 受講希望者 を募 っ た と こ ろ ､ 学生 か ら 1 名( 機械 工学科 3 年生) と技術職員 4 名 ､

合わ せ て ち ょ うど定員 5 名 の 参加中 し込 み を得る こ とが で き た ｡

会計報豊 部品代 4 6
,
90 0 円

ソ フ トウ ェ ア 5 , 0 4 0 円

プラ ス チ ッ ク容器 6 3 0 円

c D 5 3 0 円

合計

内訳 は以上 の とおり で 予算 5 万 円を ほ ぼ部品

代 に使 っ た｡ 教材 1 台当たり約 7 , 8 0 0 円 か け

た こ と に なり ､ A C ア ダプタ な ど付属部品 も充

実する こ とが で き た｡

垂
_
とが旦 講習会終了後 も各自 で活 用 して も

らえ る こ とを念頭に 置 い た教材開発 と ､
学生

参加 型 の 新 し い タイ プ の 技術講習会を 目指 し

た こ とが今回 の 技術講習会 の 試み で あ っ た ｡

学生 1 名 を交 え ､ 受講者全 員に 熱心 に講義と

実習に 参加 して い た だく こ と がで き た ｡

5 3 , 1 0 0 円
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教材
一 式 - ･ 制御部､ 計測部 ､

c D (プログラム等) ､ A C アダプタ

u s B ･ シリアル変換ケ
ー ブル
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開催El = 20 06 年10 月25 El ( 衣)

時 間 : 13 :3D - t 7 = 山

場 所 : 分 離 軍律1 階

若1 鵬 31 1 4 至)

番 地 = 不要

定 員 = 5名

辞 切 = 10月劫E) (金)

申し込み方法 =

名前､ 弧 遠指先を嘱己して下配の

メ ー ル ア ドレスまで申し込んで下さい.
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講 習内容､ 申し込み方法等､ 宗i日 こお口 .
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